
道の駅「パティオにいがた」

〇閉ざされた史実（戊辰戦争の激戦地：今町地区）に光を当て、地域内外の多くの人たちが道の駅を拠点としてまちなかを訪れ回
遊する仕組み作り。

○交流人口の増加を図り、人と人とがふれあい、新たな刺激を与え合うことによる地域の活性化を期待。

＜実施内容＞

○ 地域の宝物を紹介するジオラマ模型の設置

○ 戊辰戦跡をはじめとした今町の魅力を発信

○ 観光ガイドボランティアの育成

○ 地域探訪・今町まち歩きツアーの実施

※イメージ
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■見附市は、「超高齢化社会・人口減少社会における持続可能な都市・地域」につ
いて地域活性化モデルケースに選定。

■中心市街地の活力の回復のため、戊辰戦争の際に激戦地となった今町を紹介す
るジオラマ模型を設置。地域自治組織である「今町まちなかコミュニティ」と連携し、
今町の観光ｶﾞｲﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを育成しながら、地域探訪・まち歩きツアーなどを実施。
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